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昭和 42年秋田県下集団発生時検出

赤痢菌の薬剤耐性について

細菌病理科 茂 木 武 雄

まえがき

昭和 42年秋田県に於ける赤痢の集団発生時に．

管内の能代保健所に於て保菌者検査時に分離Lた

赤痢菌 20株につき． Dlhydrostreptom-

yoln,Ohleramphenlool,Tetraoy-

cllne,Kanamycln に対する薬剤耐性を調

ぺたので．その結果を報告する。

II 供試菌株及び使用薬剤

(1) 供試菌株

赤痢の集団発生時 2抱設によつて分離された赤

痢菌株0ヽ うち．無作為的に第 1表のとおり 20株

抜出・し試験に供した，， 「まつかさ」保育園の Sh.

sonnel 2株(l相ー 1株． 2相ー 1株）は

赤痢流行時の保菌者検査中分離された異型ぼ［行

菌塑は Sh.flexner1 V•X)の赤痢菌と考えら

れるが，参考までに試験に供した。

．第 1表 供試菌株

＼流行地区;離;;;;年月h菌-型-及-薩-株-数
赤痢菌々 型 供試菌株数

昭和
42.1.s1~2. l 0 

山本郡ニッ井町 I 
（まつかさ保育園）ー 42. 2. 1 0 

42.2.10 

山本郡ニッ井町

（町立保育所） 4 2. 2. S~2. 9 

計

(2) 使用抗生剤

次掲の抗生物質 4種を用いた。

(j) Dlhydrostreptomycln 

. . -,. （以不下 SMと記す。 ） 

Qj) Ohlor!l.m(pk6lllcol 

Sh. f 1 exnerl V.X 1 1 

Sh.sunnel l l 

＂ ＂ 2 1 

＂ 
II 1 7 

2 0 

（以下 OMと記す。）

(jjp Tetraoyo llne （以下TOと記す...)

M Kanamyo ln C以下 KMと記す。）
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第2表 昭和 42年度分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績
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薬 剤 SM  OM  

流行地区（ 菌 型 ） ぶ』 100 5U 25 ll!.5 6.25 8.125 1.56 0. 78 0. 89 
小

100 5(J 25 12.5 6.25 8. 125 1.56 o. 78 0.89 
小

計 計

ニッ井町まっかさ保育園
1. l 11 11 11 11 (flex.V.X) 

同 上
l 1 1 l l 

(Sonne 1 p 
同 上

l l l 1 l 
[Sonne! 2) 

ニッ井町町立保育所
？ 7 ？ ？ ？ 

(Sonne 1 1) 

計 2 U 8 12 2 0 8 l l l 20 

耐 性 率 （％） 4 0.0% lUO.u 4.0.0% 100,0 
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薬 剤 TO  KM  

流 行 地 区 （菌型） 戸 100 5U 25 12,5 6. 25 8.125 1.56 0. 78 0. 89 
小

100 5U 25 12.5 6.25 S.125 1.56 0. 78 0. 89 
小

計 計

ニッ井町まっかさ保育困
1 1 1 1 l l 0 1 l (fl ex. V. X) 

同 上
l l l J. l (Sonne 1 1) 

同 上
1 1 1 I 1 (Sonne1 2) 

ニッ井町町立保育所
？ ？ ？ 7 ？ (Sonnel 1) 

計 2 0 ・̀ 8 l 1 l u 1 I 9 2 U 
＇ 

耐 性 率 （％） 4.0.u% !io.u 100.U 一
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~ ,• I ー 検査方法

租eart lnfuslon寒天培地を用いて寒天

平板稀釈法により実施L.8 ？ ℃ 2 9)~2 ヽ時間

培養後．肉眼的に赤痢菌の発育を謁めたも 0、)を耐

性「＋」と判定Lたn

IV 検査成 績

耐性試験0)結果は第 3 表．第 8表 0)とおりで．

供試菌 8U株とも． K Mに対する 1u u r,.-tni.濃度
一耐性菌1文勿論0)こと． 12.5rん払汲度以上0ヽ 耐性

-5・1-

菌は認められない。

SM,OM,TOに対しては．「まつかさ」保育園

の流行菌型と思われる Sh. f le xnerl v. xa1 

株）に於ては．やはり． lUUT/正L濃度耐性菌

は認められず．而も．耐性の薬剤濃度が低かった

が Sh. s on n e 1 2 O.> 1株0.)みは． sM.oM. 

To o) 8 種薬剤に対 Lて •1uurA£,濃度耐性で
あった。

町立保育所O.>Sh. sonnel 1 (7株） ．`に於て

は， 7株とも SM.oM.TOO-) 8種薬剤に対 L

lo orんル濃度0.)耐性を示しているn

，算3表 3種薬剤。 2種薬剤及び 1種薬剤耐性赤痢茜菌株数 (10or /mJ,) 

剤
8 種 2 種 l 種

薬
SM00M•TO 8M •OM SM•TO OM• TO SM OM TO 計

流 行 地 区 r A  
l O 0 100 l O 0 100 100 100 

（菌 型） 菌株数 lU u I 

ニッ井町まつかさ保育園
11 

I 
(fl ex. V.X) 

同 上
l 

(Bonne 11) 

同 上
1 l l 

(Sonne 12) 

ニッ井町々立保育所
7 7 ， 

(S onnel 1) 

計 2 0 . 8 8 

耐 性 率 （％） ヽo.u ~ 0.0 

V まとめ及びむすび

昭和 42年秋田県に於ける赤痢集団発生時に．

管内の能代保健所に於て，保菌者険査時分離 Lt.:
3施設3 U株の赤痢菌の SM,OM,TO,KM に対

する耐性を調べた結果．「まつかさ」保育園の流

行菌型と考えられる Sh.,f lexner 1 V. X は．

SM•,OM. TOとも．低濃度の耐性菌 0ヽ みで． lU U 

rht濃度の耐性菌は認められなかったo 然 L,

町立保育所01S h. s o nn e 1 l に於ては．供試

菌？株とも． sM.oM.TOに対 Liuur/4.L濃度

0.J耐性を示していた＂

昭和4,l年赤痢集団発生時に分離LたSh. so-

nne i •7U 株について． SM,OM,TO に対する耐

性を調べた時は． 85．？％が SM,OM,TOのいづれ

かの薬剤に対し 1uurん仕濃度耐性であり．又，

7 I. 4,％が同 3種薬剤に 1りur.ん仕濃度酎性であ

ったこと，既に述べた昭和 4 3年の実験成績より，

Sh. s onnelに於ては，同薬剤に対するlU-u,・ 

r/211-濃度耐性菌が．近年数多く出現しているこ

とが推察されるn

KMに対しては．供試菌 2U株とも． 1uur/f吐

濃胆7)耐性菌は勿輪， 12.5rA必濃度以上の耐性

菌は認められなかった，，
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